
平成 25 年（2013 年）２月那覇市議会定例会

一 般 質 問 発 言 通 告 書 （ ２ 日 目 ）

平成 25 年２月 28 日（木）

※１人当たり 15 分間（答弁を除く）

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

１ 宮 平 のり子

（社社連合）

質問方式

総括質問方式

（演壇・質問席）

１ 市長の政治

姿勢について

２ 公共交通の

バリアフリー

について

３ 消防行政に

ついて

４ 新庁舎にお

ける組合事務

所の設置場所

確保について

５ 新庁舎の駐

車料金につい

て

(１) オスプレイ配備に反対する沖縄県民大会

実行委員会は閉会したが、今後の展望につ

いて

(２) 浦添市長選で、松本候補に立候補を下りる

ように説得したと報道されたがどのような

意向か伺う

那覇バス３番線松川新都心線(新川⇒新都心⇒

三重城)の低床バス運行について

(１) バス停 66 カ所のうち、低床バスに対応で

きるバス停留所は何カ所か

(２) 低床バスに対応できないバス停の今後の

見通しについて伺う

去る 12 月議会で消防職員の定数を 346 人に改

めた。消防職員の平成 25 年度増員について伺う

新庁舎に職員組合の事務所がいまだに確保さ

れていないことについて伺う

市民からのさまざまな相談や、証明発行のため

に市庁舎を訪れる市民から、駐車料金を取るのは

いかがなものか。駐車場有料は市民から市役所を

遠ざける原因になる



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

６ アシスト収

集事業につい

て

平成 22 年２月に職員の提案でスタートしたア

シスト収集について伺う

(１) 現在の実施状況について

(２) 試行期間３年が経過しているが本格実施

の見通しについて

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 25 年２月 28 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

２ 山 川 泰 博

(民 主 党)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 那覇空港第

２滑走路につ

いて

２ ホームレス

対策について

３ 大気汚染の

原因物質｢Ｐ

Ｍ2.5｣につい

て

４ 児童・生徒

によるいじめ

や部活動など

での体罰につ

いて

５ 待機児童解

消について

６ 泊ふ頭開発

株式会社につ

いて

(１) 平成 25 年度から着工予定だが、沖縄県は、

工期を現行の７年間から５年 10 カ月へ短縮

をするよう要望している。短縮された場合の

本市への影響を伺う

(２) 事業着工に伴う、県内企業優先発注の取り

組みとして市長会などを通し、働きかける取

り組みができないか伺う

(１) ホームレスと住民との間で問題になって

いる地域はないか伺う

(２) ホームレス対応策としてどのような取り

組みを行っているか伺う

中国からの飛来が問題になっている大気汚染

について、市民へ健康被害を与える微小粒子状物

質(ＰＭ2.5)の本市への影響と対応策について伺

う

(１) 児童・生徒によるいじめや部活動などでの

体罰の過去３年間の報告件数を伺う

(２) 対応策としていじめや体罰に対する学校

の対策など伺う

平成 25 年度の待機児童対策としてどのような

取り組みを行なうのか伺う

教育委員会が、新庁舎へ移転したことやそれ以

外の空き店舗の状況、今後の入居見込みについて

伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 25 年２月 28 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 喜舎場 盛 三

（公 明 党)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席)

１ 若者支援に

ついて

２ 観光行政に

ついて

３ 教育行政に

ついて

進学も就職も家事も行わないいわゆる「ニー

ト」と言われる若い人の増加が社会問題となって

久しいが、国ではそのような若者などの自立や就

労を促すための取り組みをしており、本市におい

ても厚生労働省の委託を受けて「地域若者サポー

トステーションなは」が頑張っている

本市の取り組みを伺う

本県を訪れる外国人観光客が急病になったり

負傷した場合の、医療面での対応はどのようにな

っているのか伺う

(１) 食物アレルギーについて

昨年 12 月に東京都内の小学校で、女子児

童が給食が原因とされる食物アレルギーの

重篤な症状「アナフィラキシーショック」で

亡くなるという事故があった。それを受け、

文部科学省は学校給食での食物アレルギー

による事故を防ぐための取り組みを強化す

るようである。以下伺う

① 本市において食物アレルギーがある児

童・生徒の数、また学校内でアナフィラキ

シーショックが起きた事例はあるのか

② アレルギー疾患のある子どもへの対応

指針をまとめたガイドラインの関係者へ

の周知は小中学校では徹底されているの

か

③ 食物アレルギーによる事故を防ぐため、

本市の小中学校ではどのように取り組ま

れているのか

(２) 学校校舎の木質化について

私は平成 15 年６月定例会で、シックスク

ールの問題解決や学校のより良い環境づく

りのため、学校校舎の内装の木質化すること

を要望したが、以下伺う

① 校舎の内装の木質化の意義  



    

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

② 今までの取り組みと、これからの校舎建

設ではどのようにしていくのか

(３) 児童の学力向上について

  ① 退職教員等を学習支援員として小学校

に配置し、学力定着の低い児童に対する学

習支援を平成 24 年度より実施している

が、学校現場の反応はどうか伺う

  ② 今後の取り組みを伺う

(４) 児童・生徒の生活習慣病予防対策について

本県は、生活習慣病を起因とした糖尿病

や、がん・肝疾患等により 65 歳未満で亡く

なる人の割合（早世率）が全国で一番高くな

っている。20 代の人の健診のデータを見て

も、肥満度が高く、肝機能を示す数値が悪い

人が多いようである。そこでもう少し早い段

階から、生活習慣病予防についての取り組み

が望まれるのではないか。本市においての児

童・生徒の生活習慣病予防の取り組みを伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 25 年２月 28 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ 野 原  嘉 孝

(公 明 党)

質問方式

一問一答方式

(演壇・質問席）

１ 国宝｢尚家

資料｣の保存･

活用について

２ 御茶屋御殿

の復元事業に

ついて

３ 教育行政に

ついて

琉球王国の皇太子邸宅であった中城御殿跡地

の整備事業が県によって進められているが、那覇

市が管理している国宝「尚家資料」の保存・活用

について以下伺う

(１) 那覇市が保存・管理するに至った経緯と主

な資料について

(２) 同資料の管理状況について

(３) 昨年、ＮＰＯ首里観光協会から提出された

｢国宝･尚家資料に関する請願｣について、委

員会は継続審議としたが、市当局はどのよう

に対応したか

御茶屋御殿の復元事業について以下伺う

(１) 御茶屋御殿を那覇市の文化財として指定

することは可能か

(２) 一括交付金を復元事業に活用することは

可能か

(３) 国、沖縄県、那覇市によって構成された「御

茶屋御殿ワーキンググループ」の活動を再始

動させることの意義

教育行政について以下伺う

(１) 通学路の安全対策についての取り組み状

況について

(２) 学校施設の整備について、耐震化及びバリ

ヤフリー化等の取り組み状況

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 25 年２月 28 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 亀 島 賢二郎

(自民・無所属

・改革の会)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 観光行政に

ついて

２ 防災行政に

ついて

３ 道路行政に

ついて

現在、那覇市観光協会が実施している｢那覇ま

ちまーい｣事業があるが、数多くのプランがあり、

観光客はじめ、市民の皆様も利用している

この事業はこれから那覇市観光産業の軸にな

るものだと期待している。以下について問う

(１) 今年度の利用参加人数（海外・県外・県内）

について

(２) 利用後、アンケートなどを行っているか。

行っている場合、この事業の要望、課題は何

か

(３) 那覇市内観光周遊バス実証実験事業との

連携についての概要と期待は何か

那覇市民だよりに市民防災室から市民向けに

広告があった「住宅等開発磁気探査費補助」につ

いて伺う

(１) 事業の概要について伺う

(２) 今年度の申請件数について伺う

(３) 那覇市に配分された予算額について伺う

道幅が同じ位で優先道路が分かりにくい交差

点がある。一般的には「一時停止」「止まれ」の

標識や路面標示等により規制を行っているが、交

通量の多い交差点では事故が絶えない。現在、那

覇市内の交差点部で立体的に標示されている方

式があり、地域の方からは分かりやすいとの声が

あった。このように立体的に標示されている方式

についての那覇市の取り組みを伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 25 年２月 28 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

６ 新 屋 清 喜

(そうぞう)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 離 島 食 堂

(仮称)等の設

置について

２ 港湾関連駐

車場の料金体

系について

３ 沖縄セルラ

ースタジアム

那覇及び沖縄

セルラーパー

クの利用状況

について

(１) ｢とまりん｣の那覇市の関連施設退去後の

空きスペースはどのくらいあるか伺う

(２) ｢とまりん｣の空きスペースの利活用計画

はあるか伺う

那覇港那覇ふ頭、新港ふ頭、泊ふ頭のそれぞれ

の料金体系を伺う

(１) スポーツ以外の利用状況と収益状況を伺

う

(２) セルラースタジアム及びセルラーパーク

の平成23、24年度の利用状況について伺う

(３) 平成25年度の利用計画と収益予定を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（２日目） 平成 25 年２月 28 日(木)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

７ 大 浜 安 史

（公 明 党）

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 防犯につい

て

２ 大規模災害

への備えにつ

いて

３ 「ＰＭ2.5」

について

４ ごみ処理施

設（那覇・南

風原クリーン

センター）に

ついて

施政方針の中で、「新総合庁舎駐車場の貸付収

入を活かして、自治会等の保安灯の設置及び電気

料への補助を拡充いたします」とあるが、事業内

容と補助実施時期について伺う

東日本大震災が発生をして今年で２年目を迎

えようとしている。全国各自治体で地震・津波対

策や避難場所の確保と防災訓練が実施され、防

災・震災への意識は高まっている

(１) 防災マップの配布等について伺う

(２) 災害時、市民への情報提供や発信の中で避

難場所への誘導案内等について伺う

(３) 災害時、各公共施設や小中学校、公園等へ

市民は避難をする。非常用備蓄（食糧・飲料

水）や仮設トイレ等の設置について伺う

(４) 避難場所の小中学校での自家用発電機の

設置状況について伺う

中国では、微小粒子状物質「ＰＭ2.5」による

大気汚染が深刻化している。中国から沖縄に黄砂

が飛んで来るので市民から不安な声が有るが、

「ＰＭ2.5」への取り組みと対応について伺う

ごみ処理施設（那覇・南風原クリーンセンター）

は 2006 年４月から供用開始をして、今年で７年

目に入る。県内最大の廃棄物発電所でもあり、県

内でも注目を集めているごみ処理施設ではある

が、売電によってランニングコストの軽減につな

がることは重要と考えている。売電の１キロ当り

の単価と年間売電量及び価格について過去３年

間の単価と推移を含めて伺う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 介護保険事

業計画（第５

次なは高齢者

プラン）につ

いて

介護保険事業計画（第５次なは高齢者プラン）

の中で、介護老人福祉施設のサービス量の設定

目標がある。待機申込者 350 名程度として、要

介護３～５が 144 人いるので、その受け皿確保

を目指している。平成 26 年度までに 140 床の増

を目標としているが、平成 25 年度から 26 年度

までの取り組みについて伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長


